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第１章 基本的事項 
 

１ 行動計画の策定趣旨 

 本県では、「三重県食を担う農業及び農村の活性化に関する条例」（以下「条例」という。）

の基本理念に位置づけられた４つの基本的施策である「安全・安心な農産物の安定的な生産

及び供給の確保」「農業の持続的な発展を支える農業構造の確立」「地域の特性を生かした農

村の振興」「農業及び農村を起点とした新たな価値の創出」の推進に向けて、「三重県食を担

う農業及び農村の活性化に関する基本計画」（以下「基本計画」という。）を策定しました。 

 この行動計画は、基本計画に示した事項のうち、県が取り組む農業及び農村の活性化に関

する基本施策についての具体的な取組方向を示し、着実な施策展開を図るために策定するも

のです。 

 

２ 行動計画の性格 

 行動計画は、基本計画に示された基本施策を着実に実施するための実施計画となるもので、

期間内に実施する農業及び農村の活性化に関する施策を明らかにするとともに、基本計画の

的確な進行管理を行うため中間年における目標を設けます。 

 また、条例第９条第５項の規定に基づき、毎年一回、基本施策等の実施状況を取りまとめ、

評価することにより、計画の的確な進行管理を行ないます。 

 

３ 行動計画の期間 

 行動計画の対象とする期間は、取組の実効性を確保するため、平成 24 年度から平成 27 年

度までの４年間とします。 

 

４ 行動計画の構成 

 基本計画に位置づけた４つの基本施策に従い、基本施策には基本目標指標として、基本事

業には取組目標指標（基本計画のマネジメント参考指標）として、それぞれ平成 27年度を目

標とした数値を掲げるとともに、基本事業毎に取組目標の達成に向けた主要取組の内容を記

載します。 

 




